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   BOP層実態調査レポート 
  

農林畜産業 

 ガーナは国土2,390万haのうち、約57％が農業に適した土地である。国土は主に森林地帯、北部サバンナ地帯、
沿岸サバンナ地帯の3つに分かれる。 

 最大の農業地帯は北部サバンナ地帯で、米、キビ、モロコシ、ヤム、トマト、牛、羊、山羊、綿花などが生産されて
いる。近年は、マンゴーやダチョウの生産拠点ともなっている。 

 沿岸サバンナ地帯は、米、とうもろこし、キャッサバ、野菜、サトウキビ、マンゴー、ココナッツの生産や、家畜でも
有名である。また、灌漑された農地でサツマイモや大豆の生産が行われている。 

 森林地帯は降雨が多く、カカオ、コーヒー、油椰子、カシュー、ゴムが栽培されている他、プランテンやバナナ、柑
橘類のほとんどがこの地帯で生産されている。 

農林 
 畜産業 

  2006年  2007年 2008年  2009年 2010年 
とうもろこし 1,220 1,220 1,470 1,620 1,872 
きび 165 113 194 246 219 
米（粉） 250 185 302 391 492 
米（精米） 150 111 181 235 295 
モロコシ 315 155 331 351 324 
キャッサバ 9,638 10,218 11,351 12,231 13,504 
タロ芋 1,660 1,690 1,688 1,504 1,355 
プランテーン 2,900 3,234 3,338 3,563 3,538 
ヤム芋 4,288 4,376 4,895 5,778 5,960 
合計 20,555 21,302 23,750 25,919 27,559 

主要作物の生産量 （単位：千トン） 

出所：食料農業省 
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林業概要 
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農産物等の輸出 

 歴史的に、カカオが主要輸出品目であり収入源でもある。ガーナは世界第2位のカカオ生産国で、2009年は5億
6,976万トン、金額で15億4,437万米ドルを輸出している。カカオの生産量は1億2,463万トンで、その内18～22％
は輸出用のペースト、バターに加工され、他は原料のまま輸出している。 
 2009年の非伝統農産物の輸出量は29万3,197トンで、金額は1億5,086万米ドルであった。主要品目は生および
冷凍のマグロ、シアの実、カシュー、鮮魚および冷凍魚、ヤム、バナナ、パイナップルなどである。 
 果物と野菜の輸出は、ガーナはアフリカのEU市場における割り当ての大部分を占めている。その他の主要農
産物輸出品として、加工マグロやカットされたパイナップルやその他の魚加工品およびトマト・ペーストがある。 

 ガーナの森林面積は、272万～634万ha（FAO 2005）と見積もられており、政府や民間機関、企業により、森林の
利用や保護が行われている。 
 国土・森林・鉱山省（Ministry of Lands, Forestry and Mines）、森林委員会（Forestry Commission）、ガーナ森林研
究所（Forestry Research Institute of Ghana）などが主な関係機関である。 

木材の輸出 

 2009年のアフリカ諸国への木材輸出量は20万m3（シェア47.03％）、金額5,268万ユーロ（41.08％）であった。同
時期におけるヨーロッパへの輸出は8.3万m3（19.57％）、金額3,735万ユーロ（29.44％）である。ヨーロッパの主な

輸出先は、イタリア、フランス、ドイツ、イギリス、ベルギー、スペイン、アイルランド、オランダなどである。アジア・
極東の輸出先はインド、マレーシア、台湾、中国、シンガポール、タイなどで、2009年の輸出額は2,310万ユーロ
（18.01％）であった。インドはチーク材の主要輸入国であった。 

2008年1月-12月 

 

2009年1月-12月 

木材の主要輸出市場（数量のシェア％） 
  

シェア 

アジア/極東 

アフリカ 

中東 

米国 

オセアニア 

ヨーロッパ 

ガーナ産木材の輸出先（2008年～2009年） 
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【免責事項】本レポートで提供している情報は、ご利用される方のご判断・責任においてご使用ください。ジェトロでは、できる
だけ正確な情報の提供を心掛けておりますが、本レポートで提供した内容に関連して、ご利用される方が不利益等を被る事
態が生じたとしても、ジェトロ及び執筆者は一切の責任を負いかねますので、ご了承ください。 

 農作業で使用する機材は主にナタ、カカオを切り取るはさみ（カッター）、肥料など。農薬も使用している。 

パームヤシ プランテーン 農地 
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出張者が見たガーナ 

 ガーナの主要農林畜産物は、カカオやプランテーン、キャッサバ、トウモロコシ、鶏などである。 
 訪問したアクラから車で1時間半程離れたカカオ農家では、カカオの他にプランテーン、キャッサバ、トウモロコ
シを自家用に生産していた。出荷時は一袋約65kg当たり210セディ（約8,600円）で、カカオだけの年収は約
1,000セディ（約41,000円）という。この農家が栽培しているのは交配で生まれたハイブリッド種で、一年を通じて
収穫できる。生産者は仲買人を通してCocoa Boardにカカオを販売しており、ガーナのカカオはすべてCocoa 
Boardに集約されて輸出されている。農地の広さは約5エーカー、10人家族であった。 

カカオ 
カカオの生産者。 

左が弟（20歳）、右が兄（40歳） 


